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基本方針
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今後も新型コロナウイルスとの共生が不可避と見られ、主催者、会場、出展社、
支援企業、来場者が一体となって展示会を開催することで感染リスクを最小限に
とどめることができると考えております。
JIRA展示委員会では、ITEM2023開催にあたり、国、開催地の神奈川県、横浜

市、会場であるパシフィコ横浜と連携・協力し、安心安全な開催が行えるよう、適
時最適な対応策を実施します。

なお、開催時期の行政・パシフィコ横浜のガイドラインにより今回の説明内容が
変更される場合があることをご理解ください。
皆様には適宜ご連絡をいたします（現在の最新は2022年9月20日版）。

ご参考）
ITEM2022と同様に、参加人数「5,000人」を超えるイベントとして、神奈川県に
「感染防止安全計画」を申請する予定



参加者に対する安全対策
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● 待機列回避のため参加事前登録の実施
○ 招待状ご配布先へ下記の徹底をお願いいたします

■ 招待カードで事前登録してください
■ 事前登録すると入場カードが発行されます
■ 発行された入場カードを印刷し持参してください

● ITEM2022でご迷惑をおかけした現場受付・入出場口の混乱は
ITEM2023でシステムの改善をはかります

● 参加者間距離を確保した会場設営
○ ソーシャルディスタンスを確保した会場レイアウトの検討
○ ステージ企画では、演者と観客の間隔を2m 確保

● 搬入出関係作業スタッフへも対策徹底
○ 検温・消毒の徹底、追跡調査情報把握

● 具体的方法は開催前にご連絡をいたします



出展社様へのご案内
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ITEM2022と同様で計画しています

● 展示会場内総人数、ブース内スタッフ人数の制限
○ 会場総人数,ブース内スタッフの人数制限は無しとします

● 各ブース内での感染防止対策
○ 展示会場入口で検温、消毒を行います
○ 各ブースでの感染防止対策は出展社様の基準にてご用意ください

● 各ブーススタッフ・搬入出関係作業者の管理
○ ITEM2022と同様にスタッフの日毎名簿提出依頼を予定しています
○ 出展社様ご自身で関係者の健康管理をお願いします
○ 体調のすぐれない方、発熱等感染疑いのあるかたの来場はお控えください



新型コロナウィルス感染対策現場運用マニュアル
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本件に対するご不明な点、ご質問は
下記にお問い合わせお願い申し上げます。

お問い合わせ先：

（一社）日本画像医療システム工業会　展示事務局

　item2023@jira-net.or.jp




